平成２５年度第２回大阪府立学校腎検診判定審査会
日　　時：平成２５年１０月３日(木)１７：００～１９：００ 
場　　所：大阪府立急性期･総合医療センター　本館３階第５・６会議室
出席状況：４名（椿原会長、勝二委員、林委員、鈴木委員）
（事務局）大阪府教育委員会教育振興室保健体育課　指導主事　本田　　 
１　開会

２　挨拶　　

３　議事

（１）一次精密検診受診者の判定について

①非協力施設受診の児童生徒について　１３名
特に追加指示なし。
②管理指導区分「D」以上の児童生徒　　１１名　　　
・肥満腎症の生徒については、管理指導区分「C」であるが、報告書に無い部分で
「C」区分としている可能性もあるため、主治医からどのような指示がでているの
か学校に確認すること。

・「無症候性蛋白尿」との診断がついている生徒については、腎機能正常であることから指導管理区分「D」から「E」への変更について、主治医へ依頼する。
・１名については腎機能正常であり、管理指導区分「D」とした理由を主治医に問い合わせる。
・主治医と合わず転医した１名については、初めに専門医受診にて管理指導区分「C」、転医先は非協力施設で「管理不要」との診断である。現在の主治医に精密検査結果報告書を記入してもらえるか学校に依頼するが、管理指導区分「E」とし、次年度の二次検査対象とする。

・５０代の生徒については、年齢等を考慮して管理指導区分「D」としていると考えられる。

・２名については、治療方針未定であることから追加指示なし。

・他４名については、追加指示なし。

　　　　

　　③管理不要の児童生徒について　　１１名
　　　次年度も管理してみていく必要があり、管理不要の児童生徒については管理指導区
分「E」とする。

　④その他　　　６名
　　　・１名については、尿クレアチニン値の単位の確認が必要。

　　　・３名については、いずれも主治医は同じ医療機関であるが、尿蛋白値の単位を間違っている可能性が高い。確認が必要。

　　　・ネフローゼ症候群の生徒は、すでにステロイドが入り治療している。
・1名については１次検査で所見があり、二次未受検にて医療機関へ受診した結果、
尿蛋白クレアチニン比0.2以上となった。半年後に再受診とのことから、特に追加
指示なし。ただし、クレアチニン定量の単位が間違っている可能性があり確認が
必要。
　　
上記①～④以外の児童生徒については、追加指示なし。

＜今後の予定＞　

　　第３回　　　　　　　１２月５日（木）１６時～　　　　　　　
　　第４回　　平成２６年　２月６日（木）１６時～　　　　　　
４　閉会
